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最近、使いやすいソフトウェアの普及により、
Webページは誰でも簡単に作成することがで
きるようになり、Webページの作成を授業に取
り入れている学校も多くなっている。しかし、
これまでのWebページの作成実習は、学校や地
域の紹介など画一的なテーマで行われることが
多く、似たようなページとなりがちで生徒の関
心も薄く、生徒が主体的に工夫し、創造力を発
揮して積極的に取り組むことを期待することは
難しいように思えた。生徒の個性が十分発揮で
きるようなテーマを設定し、自由な発想で自信
を持ってプレゼンテーションできるオリジナル
のWebページを考案させ、表現させる方法を以
前より模索していた。
そこで、商業科としてビジネス分野における
活動を念頭に置き、仮想商品コンテストを企画
し、県下商業科設置校の協力のもと、次の２つ
のステップで実施することを企画した。
・ステップ１：高校生にとって身近な商品で

ある「飲料水・菓子類」を題
材として、「こんな商品があ
ったらいいな」と思う仮想の
商品を生徒にそれぞれ考案さ
せ、それをWebページ上で開
発・広告させる。

・ステップ２：Webページを見て、購入した
い商品を選び、電子メールで
注文投票させ、どの商品が人
気があるかを競った。また、
電子メールにはそれぞれ商品
に関するコメントを記述させ
ることで、生徒同士意見交換
させる。

このコンテストのねらいは、Webページ作成
能力（情報発信能力）、プレゼンテーション能
力、マーケティング能力、商品企画力等を総合
的に駆使する実践的な学習を通して、互いに商
品を評価し合い、自分の商品がどこまで他の生
徒に認められるかを試すとともに、他校生との
交流を深めることである。また、電子メールの
積極的な活用と情報発信によるコミュニケーシ
ョン能力の育成、情報モラルの育成にも大いに
役立つと考えている。
本県では、県教育情報ネットワークにより県
下のすべての高等学校がインターネットに常時
接続できる環境にあり、電子メールについても
生徒が気軽に活用できるように配備されている
このネットワークを利用することで、生徒の作
品づくりへの意欲を高めることもできた。

このコンテストを企画提案したとき、いくつ
の学校が参加してくれるのかとても不安であっ
た。仮に参加していただける学校が少なくても、
情報を発信するという体験とメールを活用する
という自覚と責任の重さを生徒に理解させるこ
とができると考えた。結果的には、多くの学校
が参加してくれ、担当の先生方とこまめにメー
ルで連絡を取り合った。時期や進捗状況を合わ
せる必要があったので、本校が全てにおいて先
頭を切り他校の先生方にアドバイスしてきた。
それにより、授業の取り組みや相談など教師間
でもコミュニケーションが図られ、生徒・教師
ともに全県的なスケールメリットを体験でき、
とてもメリットがあったように感じる。
生徒が商品を注文する際には、必ずその商品
の長所と改善すればよい点などを盛り込んだ感
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想を添えて注文するように指導した。また、注
文を受けた際には必ず返信することを義務づけ
た。生徒は注文投票をそれぞれ３票送ることが
できるので、必ずメールをやりとりする相手が
できる。
また、他校生徒とのメールのやりとりを継続

的にするよう指導した。これは、注文がこなか
った生徒にもメールのやりとりを体験させるこ
とができるようになり、メールをやりとりする
ときの礼儀、見えない相手への配慮という情報
発信のマナーを学ぶための良い機会にもなった。
本校では生徒作品をサーバへアップする前に、
３学期期末試験に校内でプレゼンテーションの
テストを実施した。発表者に対して全員がメー
ルで発表に関してコメントを送信させ、生徒同
士評価させた。その発表とメールを教員２名で
評価し期末試験の評価の一部とし、いい加減な
気持ちで評価しないよう指導を徹底した。

【実施時期】

参加校の足並みをそろえるために、平成13年
１月～平成13年５月とした。
・年度末の全商検定終了後の１月下旬から２月
に作成開始。

・３月末までに県総合教育センターのサーバに

アップ。
・４月中旬に注文投票開始、４月末日に投票終
了。

・５月中旬に結果報告。
【参加体制】

各学校には、以下のような形式で参加を依頼
した。
・仮想商品Webページ作成から注文投票までの
コンテスト参加

・仮想商品の作成はできないが注文投票（メー
ル）のみの参加

【企画商品】

100円～300円程度の菓子類・飲料水とした。
【実施方法】

注文投票については、次の通りとした。
・注文投票開始４月中旬～４月末まで
・注文投票（電子メール）
１生徒１名につき注文投票権３票（自校でも可）
とする。

２注文投票メールには、差出人のメールアドレ
スを載せ、長所やアドバイスを載せた感想を
送信する。

３注文投票をもらった生徒は、必ず返信をする。
【商品開発における指導】

本校では、安易に商品を描かせたり、おもし
ろ半分で作成することのないよう、コンセプト
シートを用意し記入させた。

商品コンテストWebページ画面
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【プレゼンテーション技法の指導】

本校では、プレゼンテーションのやり方につ
いては授業で事前に３時間程度指導し、アウト
ラインの構成、表現技法、話し方、商品のコン
セプト等について１人90秒で具体的に発表でき
るように構成を練らせた。

①参加校一覧と作品数

泊　高校 40作品 滑川高校 40作品
富山北部高校 35作品 富山商業高校 20作品
八尾高校 17作品 高岡商業高校 40作品

（資料１）

新湊高校 10作品 志貴野高校 １作品
福光高校 40作品 氷見高校 39作品

合計282作品
②総メール本数約2000本（資料２）

（注文投票以外も含む、高岡商業高校のメー
ル数から概数を計算、５月中旬までの実績）
③９月現在メール継続生徒数

約50名（１通でもメールやりとりをしている
生徒、高岡商業高校の生徒数から概数を計算）

資料１・２年生の作品集トップページ

④注文投票数の多かった作品・注文投票数

【生徒の感想】

○活発にやりとりができた生徒
ａ：最初は難しく考えていたけど、やってみる
と案外楽しかった。ホームページに載せ、
他校のものと比較・鑑賞することで、自分
の商品の良いところ、悪いところが見るこ
とができ、とても勉強になった。メールの中
には、自分の商品に対して、「もっとこうした
ほうがいいよ」という改善点を指摘してくれ
たのもあり、非常に参考になった。他の学
校の生徒が自分の商品をちゃんと見てくれ
ているんだなと、ひそかに嬉しかった。

ｂ：たくさんの個性的な商品があり、とても楽
しめた。メールを通していろいろな学校の
生徒とこのような形で交流できるのは、と
てもすばらしいことだと思った。また、機
会があればもっといいものを作ってみたい。

ｃ：商品に注文が来たときはとても嬉しく思っ
た。自分の商品が他人に認められたという
自信につながった。自分が注文するときは、

資料２・生徒同士のメールのやりとり内容
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他人の考えをその人が作った商品を見ると
言うことを通して理解し、お互いに意見を
出し合い、互いに高め合っていくというこ
とを通して、プレゼンテーション能力の向
上、コミュニケーションを深めることにな
ったと思う。メールでの注文のお礼や注文
するときの内容を吟味し、相手を不快にさ
せないよう配慮することや、言い回しなど
非常に気を遣い、見えない相手へのメッセ
ージの送り方は勉強になった。

ｄ：メールによって自分と違う発送が次々と送
られてくるので、お互いに楽しむことがで
きたように感じた。メールの授業は、僕に
とってとても新鮮でした。毎時間メールの
やりとりが楽しくて、授業を心待ちにして
いた。また、商品を作るときにいろいろ構
想を練り、商品を作る立場に立つことがで
きた。普段の授業では学ぶことができない
ことを多く学ぶことができた。

○注文がこなかった生徒
ｅ：鮮やかな色を使い、目を引く商品にしたつ
もりだったが、注文が１つもこなかった。
とても残念だった。もっと独創性のある商
品、共感してもらえるような商品を作らな
いとなかなか買ってもらえないことに気が
ついた。自己満足していたのかもしれない。
今度は、絶対いいものを作ってみたい。

ｆ：商品は、自分なりに満足できたし、いいも
のができたと思っていた。それなのに注文
が１つもこなかった。ショックだった。買
う側が関心を寄せなかったみたいだった。
買う側に立って商品制作に取り組まなくて
はならない。商品開発は、難しく大変だと
つくづく感じた。

【生徒の様子】

・制作段階
生徒は、最初の頃は作品の制作が思うように

いかず困惑している様子だったが、いざ作り始
めるとおもしろく、スムーズに進んでいった。
・注文投票開始
注文投票開始後、生徒は他校の仮想商品を感

激・感心しながら閲覧し、他の生徒の発想の豊
かさ、考え方の深さ、表現方法の幅の広さを学
び取ったようである。
また、毎時間自分の商品に注文が来ていない

かと、メールを確認することが楽しみな様子だ
った。注文がこなかった生徒は、自分の商品の

どこが良くなかったか、どうすべきだったかな
ど、指導者から指示されるまでもなく、実感を
持って反省していたようである。
・締め切り後
最後まで注文がこなかった生徒は、メールを

する相手も少なく悔しがっている様子が伝わっ
てきた。本校では、コンテスト後、地元商店街
のＨＰを作成することになるが、今度は誰もが
認めてくれるようなＨＰを作りたいと、ＨＴＭ
Ｌ言語のテキストを自ら購入してくる生徒もい
た。次は絶対に失敗しないという意気込みの生
徒や、さらなる意欲を燃やしている生徒がいた。

生徒が作ったページを別の生徒に評価させ、
長所やアドバイスを指摘させることは、自分の
作品を通して自分の考えに対する反省を促し、
別の見方・考え方を発見させ、さらなる創造力
を喚起することになる。そうすることによって
生徒個々の視野を広め、発想を高めることにな
る。
また、他の生徒の作品を評価することは、評

価することの難しさ、特に改善すべき点を指摘
するときの表現の仕方・言葉の選び方を学習す
るためにも良い機会となった。
このコンテストは、生徒１人ひとりがメール交

換をすることができる環境にあれば、比較的簡
単にできてしまう。最新の設備や情報機器、難
しいプログラムを組んだり難解なソフトウェア操
作技術など決して必要としない。いかに生徒が
個性を発揮し、自由な発想で考え、それを人に
わかりやすく表現し伝えるかを問うものであり、
これまで生徒が学習してきたことを生かしなが
ら、問題を解決していくことができたと思う。
自分の商品をWebページで情報発信し、その

評価が直接自分宛のメールで返信されてくる。
このコンテストを通して、自分の考えを見えな
い不特定多数の相手にどう伝えればよいか、情
報を表現し、発信することの難しさを体験し、
情報通信ネットワーク社会に対する認識をさら
に深めることにつながったと確信している。し
かし、メールを遊びの道具として認識させない
ように指導を工夫するとともに、情報交換の有
効な手段の１つであること、そこにはモラルが
潜んでいることを忘れないようにさせなければ
ならない。
ツールが何であっても、いかに生徒が主体的
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に情報活用能力・コミュニケーションの基礎的
な能力を身につけることができるかが大切であ
る。このコンテストを実施して、そのヒントの

１つを得たような気がする。それにしても、楽
しみながら取り組め、コミュニケーションの輪
が広がったことは、一番の収穫だった。

２位　新湊高校
スケルトン　25通
一粒で透明人間になれるキャンディ

１位　志貴野高校
四季の茶　39通
季節を楽しめる清涼飲料水

商品の特徴が出ている画像とメールアドレス

３位　富山商業高校
もちうさぎ　20通


